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• 多層構造を持つ評価関数に特徴 

–盤面全体の駒の利き、駒の位置（持ち駒）、およ
び手番から、自玉と相手玉の安全度を評価 

–安全度の非線形関数として駒の価値を評価 

• 自玉の安全度が高いほど自駒の価値が高くなるが、
安全にし過ぎても効果は飽和し、危険になると価値が
零に近づいていくような関数形 

–駒の価値に駒の位置関係を加味して、評価値を
算出 

–安全度の多項式近似により局面の安定度も算出 

 



+ + 

+ 

評価値 

安定度 予測分布の
パラメータ 

fp 

多項式近似
などで推定 

利きに関す
る特徴量 

駒の価値
に関する
特徴量 

シグモイド関数 

fs 

勝率予測 

fs 

fs 

駒の位置関係に
関する特徴量 


